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子どもを護る
社会的不利への介入と支援

イラストレーション／丹沢裕子

わが国の公衆衛生活動，保健師活動の大きな役割として，貧困社会の中におけ

る子どもの保護に関わる活動があったように思われます．一見すると豊かな社会

となったことにより，その原点が忘れられてきているように思います．現在，社

会の中で子どもの貧困問題，子どもの社会的不利の現実が見えにくくなってきて

いますが，保健師の皆様方は母子保健活動を通して，厳しい現実にある子どもを

目にしているのではないでしょうか．

近年，社会問題として子どもの養育拒否，虐待だけでなく，無保険問題，教育

権を脅かす問題が報道されることが多くなってきています．人間の人生のスター

ト時点で，個人の努力を超えた「社会的不利」に晒されることは決して望ましい

社会とは言えないのではないでしょうか．近年，子ども手当て，高校授業料無償

化など，子どもの厳しい現実を少しでも緩和しようとした政策が，ようやく行わ

れるようになってきています．しかし，現金給付，法律や制度をつくるだけで

は，解消されるものではないように思われます．子どもに向き合う社会，つまり

子どもと向かい合う組織と人々の存在が多くなることが，何よりも大切ではない

かと考えます．

本特集では，子どもの問題に対して，母子保健，学校教育，社会福祉，マスコ

ミ，医療機関の現場で長年関わってこられた方々から，現代社会の現実について

ご報告をいただき，子どもを支援，保護することにおける公衆衛生の役割を考え

る機会としたいと思います．
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